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参考統計表
へ

第1表通常訴訟事件,略式請求事件の処理状況 (平成22年~令和元年)一高裁･地裁･簡裁－－1

〔参考グラフ〕通常訴訟事件,略式請求事件の推移

（平成22年～令和元年）一高裁・地裁・簡裁－－1

〔参考グラフ〕通常第一審事件の新受人員の推移 （昭和24年～令和元年).一地裁－－－2

第2表長期係属実人員の長期化事由別内訳 ． （平成22年～令和元年)一高裁・地裁一.3

第3表事案複雑等を事由とじて審理期間が2年を超える長期係属事件の

合議（法定･裁定） ・単独別,罪名別審理長期化の事由 （令和元年末現在）と地裁-－三－3

〔参考グラフ〕事案複雑等を事由とする長期係属実人員の推移

． （平成12年～令和元年各年末現在）一高裁・地裁・簡裁－－4

第4表被疑者段階の国選弁護人請求の処理状況 ： (平成22年～令和元年）一地裁・簡裁一一一5

第5表通常第デ審において弁護人が選任された人員 (平成22年へj令和元年）－地裁･簡裁---＝6
1． ｡、

第6表通常第一審における終局事件の自白．否認別平均審理期間，平均開廷回数，

ゞ、 平均開廷間隔及び平均取調べ証人数 … ・ （平成22年～令和元年）一地裁‘簡裁－－－7

第7-1表通常第一審における終局人員の審理期間，平均開廷回数及び平均開廷間隔

（平成22年～令和元年）一地裁－－8

第7寺2表通常第一審における終局人員の審理期間,平均開廷回数及び平均開廷間隔

（平成22年～令和元年)一簡裁－－－－9

第8表通常第一審における通訳翻訳入が付いた外国人事件の有罪人員

（平成22年～令和元年),一地裁・簡裁－－－10

〔参考グラフ〕通常第一審における通訳翻訳人が付いた外国人事件の有罪人員の推移

（平成22年～令和元年）－地裁一一-－10

第9表通常第一審における被告人に通訳翻訳人が付いた外国人事件の言語別終局人員

（平成27年～令和元年):一地裁･簡裁－－11

第10表簡易公判手続決定人員と決定取消人員 （平成22年～令和元年）一地裁・簡裁－12
第11表刑訴法332条による移送人員 （平成22年置令和元年）－簡裁一÷－－12
第12表即決裁判手続により審判が行われた人員 （平成22年~令和元年）一地裁桶裁－－13
第13表控訴申立人員及び控訴率 （平成22年～令和元年）一地裁・簡裁－－－－14

第14表犯罪被害者保護関連法に基づく諸制度の実施状況

（平成22年～令和元年）－高・地・簡裁総数－－－15

第15-1表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況（処断罪名別）

（令和元年）一地･簡裁総数－－－16

第15-2表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況（年別）

（平成22年~令和元年)－地･簡裁総数－－－16

第16表刑事損害賠償命令事件の処理状況 （平成22年～令和元年）－地裁－－－17

第17表刑事損害賠償命令事件の終局区分別終局件数 (平成22隼-'令和元年)-地裁一一一17

第18表逮捕状の請求と発付等

(昭和55, 60年，平成2, 7, 12， 17， 22， 27～令和元年）－簡裁・地裁－－－18

第'9表差押3記録命令付差押･捜索(許可）状・検証許可状の請求と発付等
（昭和55, 60年,.平成2， 7， 12， 17， :22, 27～令和元年）一簡裁・地裁一一=－－19

第20表勾留請求と勾留状の発付等 ・

（昭和55, 60年,平成2, 7,12’ 17,'22, 27~令和元年)÷簡裁･地裁－－20

第2'表通常第寺審における勾留,保釈請求,保釈人員及びその割合
（昭和55, 60年，平成2， 7， 12， 17， 22， 27～令和元年）一簡裁･地裁-一宇－21

第22表準抗告事件の処理状況 （平成22年～令和元年）一地裁－－－22

第23表医療観察処遇事件における終局区分 （平成22年～令和元年).－地裁－－－23

最高裁判所事務総局刑事局

(令和2年3月27日作成）
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第1表通常訴訟事件,略式請求事件の処理状況

(平成22年～令和元年）一高裁・地裁・簡裁

(注） 1延べ人員（同一被告人につき別件が係属した都度累積計上）であるも

、 2令和元年は速報値である。

〔参考グラブ〕

通常訴訟事件,略式請求事件の推移
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〔参考グラフ〕通常第一審事件の新受人員の推移（昭和24年～令和元年）一地裁
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第2表長期係属実人員の長期化事由別内訳 (平成22年～令和元年）一高裁・地裁
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一

〔参考グラフ〕事案複雑等を事由とする長期係属実人員の推移 (平成12年～令和元年各年末現在） ･一高裁･地裁J簡裁
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概数である。



第4表被疑者段階の国選弁護人請求の処理状況
(平成22年～令和元年）一地裁・簡裁
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2 「うち即決裁判手続同意確認のための請求」には,刑訴法350条の17第1項（平成28年法律第
54号による改正前の刑訴法350条の3第1項)による即決裁判手続同意確認のための請求のあった
被疑者数を計上した。

3被疑者段階の国選弁護人請求の新受人員及び既済人員の各｢総数｣には,勾留請求が却下されたため，
国選弁護人選任請求が却下されたものも含む。
4令和元年は速報値である。
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第8表通常第一審における通訳翻訳人が付いた外国人事件の有罪人員
戎22年バー令禾ﾛ元年）－封h翌

(注） 1 実人員である。 、

2 「通訳翻訳人が付いた被告人jには,証人についてのみ通訳人(李話を含む｡ ）が付いた場合等
も含むd~

3令和元年は速報値である。

〔参考グラフ〕： 通常第一審における通訳翻訳人が付いた外国人事件の有罪人員の推移
（平成22年一令和元年）一地裁
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‘第9表通常第一審における被告人に通訳翻訳人が付いた外国人事件の言語別終局人員
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また，終局人員は有罪のほかに無罪,移送等により終局した人員を含む。 したがって,本表における
「総数｣は,第8表の｢う蝿訳翻訳人が付いた外国人」とは一致しない。
3令和元年は速報値である。
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第10表簡易公判手続決定人員と決定取消人員 第11表刑訴法332条による移送人員
‐ ●

（平成22年～令和元年）一簡裁(平成22年～令和元年）一地裁．簡裁
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(注） 1実人員である。

2 「自白人員」とは，法定合議事件を除く終局人員中公訴事実全部について自白し，か急つ，法
律上犯罪の成立を妨げる理由又は刑の減免の理由となる事実を主張していない場合の人員であ
りj 「簡易公判手続決定(決定取消）人員」とは，当該年度に決定（決定取消）された人員で
ある。
3令和元年は速報値である。

(注） 1．実人員である。
2 {B)は，簡裁の法332条によ
る移送人員とは一致しないボ，統計
上は近似する。
3概数であり，令和元年は速報値で
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第12表即決裁判手続により審判が行われた人員
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第13表控訴申立人員及び控訴率

(平成22年～令和元年）一地裁･簡裁
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第14表犯罪被需者保迩関連法に基づく諸制度の実施状況 (平成22年～令和元年） .－商・地・簡裁総数

甲

I

扇
I

《注)1延べ徴であ塊概数である唖

．2犯罪被害者等の梅利利益の保礎を図るための澗事手続に付随する措置に関する法律及び縫合法律支授法の一部を改正する法簿(平成25年法律第33割に上り,･民事上の争いについての
刑事所詮手続における和解の規定は,『犯罪被害者保護法第13条1項又は2項』から『犯罪被容者保迩法第19条1項又は2項｣に改められた(平成25年12月1日施行)。
3「狂人等濁匿｣｡｢裁定鯖求｣及び『弁鰻人等閲覧腰写j(平成28年12月1日施行)の数値については,当該事件の終局日を基準に計脂している。
4「付添い｣, ｢遮くい｣, 『ビデｵﾘﾝｸ(構内)』,『被害者秘匿J, 『意見陳述』,｢被害者等閲覧勝写｣及び｢和解jの致値については,平成28年室では決定等がなされた日を基準に計上していた
が,平成29年以降は当砿事件の終局日を基準に計上している(なお,平成28年以前に決定等がなされ平成朗年に事件が終局したものについては,決定等がなされた日を基準に計上している｡.)。
この計上基準日の変更により,平成29年の数値は一時的に減少サることどなるので留意されたい． ●

一

平成22年

糊i8甑君補爾一
今･ﾖト

平成23年

侭･雌･而峨
,今別

平成24年

漁・剛･而峻

会：!!．

平成25年

岼廼噸i斑＝
合曾I．

雫成26年

i鰯･地｡聞殿
合離

平成27年
屈阿・咽一F、唾

今糾

平成28竿．

了評通言砺鞭
今ヨト

半hX29fl､
平成30年

翫さ癖愉殿
､今曾＋

令和元年

~獅柳jも愉飯
会黙 ．

~調

絶数

ぎ蹴る繍敗
今糾

付
添

.．い

証人尋問の際に付添いの措置が採られた証人の数 ．
一一一一一■圭畠 ■、一一 ■

意見陳述の際に付添いの措歴が採られた被害者等の数

一 －一一一七 一寸五一一－句 ｡ ◇G 圭 L■－ － 一

102

52

136

.39

・ 121
－－－■亨ユー d e

46

可▲÷－や

．、 116

41

112

稲

141

79

1記

71

78
●ー+→■一一■ 一壷①＝一■

84.

144
ー一一一一－一一一七一

“

一
●

69

1,196

641

遼
へ

し、

証人尋問の隙に遮へいの捲置が採られた狂人の数
－

－p早-､－－句～

意見陳述の際に遮へい
ゆゃ一一 や －七両 一一与卑■一一凸 甲 L与一午一一一

の措魔が採られた被害者零の致

1,295

1認

1,317

【25

1,757
-元一一一～一一 ﾏーーー

140

1,792
J･－－ﾏ守垂凸 画■H q △、～一宇

151

1.661

198

1.563

214

10623

“

1．105

191

､1,461

函0

1櫛05
－－,一一一一

浬6

15,079.

10810

ピ
ヂ
オ
リ
ン
ク

榔
内

鰯
外

8Q

鍬

ピデｵﾘﾝｸ方式による証人尋問が行われた鉦人の数

ー●■

･gg-遮人いあ潜函蕊ぢれた胚人の数 ㎡
P－－－一…｡一一~ "－． ，－ ．▽．､.､’. 』q一,一~･ー…一ー.､－．－－一一' ‘ ． "･- - - .÷ ･ . - ,一一･ ･ ．.~－ー－､

iうち尋問及び供述並びにその状況を記録媒体に記録した狂人の敬．

ビデｵﾘﾝｸ方式による意見陳述が行われた被害者等の数
0 6－一一一a も"一一一ー拳. 轌巳一.+ →~一一一一~

|うち遮へいの措屡が採られた被害者等の数 ． ・

ピデオリ:"方式による証人尋問が行われた証人の砿

匡遥E…
Ｏ
Ｌ
Ｏ
■

１
１
乳

ーaー宅伊Ⅱ一一L4カ－一㎡ ､今Cﾛ幸｡一一L‐里司一一一－一－

れた柾人の数
一屯 守垂一凸 句 ヨー 甲一一一一●－－－一寸－＝凸

うち尋問及び供述並びにその状況を記録媒体に肥録した鉦人の数
一奄一. ■旬■－ ▲む ら －4－－－ △ － =一七,七. ■－－－－－－一一

ビテｵﾘｼｸ方式による意見陳述が行われた被害者等の数

|うぢ蓮へいの措圃が操ら燕踊藷あ敬~~一一‐
一一

●

守一Gや一■← ｡~

● ● ●

記録媒体がその一部とされた国書が取り調ぺられた数
● 申

261

237

35

20
上■一－--■ 一一一

17

ウ
』

一－一一｡

242

219

42

－－－

1

８
－
４
《
２
《
１
一
１

鯛
》
茄
一
５
－
２
．
２

一
一
一
一

ー

278

265

一
別
一
ｍ
一
．
叩

一
一
一
参

一
一
』

一
》
王

一
辛
辛
一
一

一
一
一

1

299

282

46

8

8

1
｡

2”

277

65

10

8

2

一一一－

3”
ユーー△一一

288

47.

6

6

－

５
－
４
－

漣
一
別
一
一
一
一
一
一
一

67

6

6

‐

302

291
"企△P ■､▼■ ﾛ ●■←己一℃｡P一勺 -ｳマー

81

9

8

随
一
、
一

一
一
一
一
》
↑

8
や
一

ー

2

318
－七一句雨、一一■ 句

299
ｰト会、､ ■~巳 ､『し､今b,一一｡－

68

2

､2

23

17
､マーロー､ , ■ ●争勺 凸色●今●や■一→

1

一

一

5

“
一
郷
一

２
－
２
垂

か
必

554

108

101F

38

27
－ーへ一一己､ －℃ , マ ④

9
－▲一■ 一一一

一

二

1割

■
。

惰
輯
保
護

麓
害
者
秘
匿

征
人
揮
秘
麗

緯
定
誼
求

被害者特定事項を現らかにしない旨の決定をした被害者の数．
●

■－－今凸 寸←弓一一一一 －，－一色一一一－で宇廿 上 面←"毎一一

刑解法第290条の2第1項の決定をしないこととした彼害者の数
‘■■ ‐ ．，，… ． , ､一生啓一.-"へ■｡｡ 一心評 一一句 4勺●､－，■ﾏ ﾏｰﾏﾏ 可凸■七T一屯や珀亡

被害者特定事項を明らかにしない旨の決定を取り消した被害者の数

鉦人騨特定事項を明らかにしない旨の決定をした証人等の数
申

←=- 口 ･司句年L一七｡一－－－－－一ー

刑解法第290条の3第1項の決定をしないこどとした証人等の数
一・一｡一一一合 へQ =ヰョ

歴人等特定車項壁明らかにしない旨の決定を取り消した旺人等の数

司一マーーー一・一

刑歸法第299条の5第1項の取消決定蓬した証人等の数
－L"＝◇一－一一卓■一÷ぜ■ =,…

｜うち
「

い■毛ロ ▼Lロー一画－－－－－

－

刑豚法謂299条の6第2項の条件を付し又は時期等の指定をした証人等の数
， ゞ､ご－一コ.一一一宇今手。 ． 口 ，Q9， 画.可．÷一一 一 一 、‘ やﾏｰ。

刑瞬法第299染の5第1項の舗求を却下した狂人等の数

3,854
ｰ＝やむや寸→－･一寺今÷’一一

55
勺 串 L●勺▽◇､一幹一白一旬－－，申h合口Jﾛｰｰ

17

~ひ、画
も

、

樋

、
､

、

、

3,887

62
－マーー◇ 令守もⅡ､､芦一凸一一

13

4｡”3

64

8

4.093

84

16

－つ

3.978
■ 二 丁ｰへ

77．

5

3.822
一一F・ →－凸一－ ▼ －－中一

42

4

蠅
一
卵
一

３
一
・
一

』
一
一
一
一
一

7

4

ー

一

ー

一一一一や一一

●

一
一
一

一

一･ ･幸今守もL七今

30351
●

貯旬－－÷字一一一・

1！
号､･喝 ｡、, 可 ヰ ･晶L ●ﾏ一ﾔチ

3

116

3

｡ ■■

､3

－－－→0 帝｡、

’
一
一

3D“6
一一も今一合一七つ巳一

”
－町､中司 ､ ､ ､ － ､ q 4 ､ 可 0句や

3

】74

3

ー

4

4

､4

4,025
＝今～ q由一一●ー～～一・一

24
~やめ－6‐今一､ー唖一氏、｡一一●

8

240

・ 7

ー

ー

◆ ー

■■■

39,J05
－～ｰ･士も､． ｡ . か勺や

496

84

534

13

ー

7

5由

4

愈
見
陳
述

公判期日に心情その他の意見を陳述した被害者等の数．
一色も■誼､←P‐守一宅｡－－－

意見陳述に代えて意見を記戦した書面を提出させることとした被害者等の数

意見陳述をさせないこととした鼓害者等の数 ．

1,198

､錨7

､8

1,164

561

14

1 7

① 517
凸や一一年一＝一一 一？一一一一

19

1,171

●

け■凸一■－－

572
｡

17

－ｰ≠－

495

21

1.2”
L一一勺一斉一㎡－-一一 ■一■一

.615

17

1.181
△毎つ■－－ｰL■g～一一一‐一

616

28

1,072
一一一~一一守 FL-←一一

526

45

10169
由

四一一一屯■｡▼ー｡▲■ー、‐

醐6

42

”
一
副

山
一

48

110588
:-..…一－－．－－－．

50鋼9

259

悶
寛
履
写

鍵
害
者
笄

被害者等に公判記録の閲覧磯写をさせた数
．一一争一､今一一…～－．．．~旬令'･ロー－一一一一

被害者等に公判紀録の閲覧謄写
盲一

をさせなかった数
一■一一一一←令一口菅

ー一一■一一一一一一

F－－ L 一寺宮一■ﾏ 一り L 凸 ■◆ ﾏ T尋守●守一一

同種余罪の被害者等に公判毘録の閲覧醸写をさせた数
－－聟守り今~一・~一一一ユL－令ACー寺 C宅一一一一一壬←一色守－句一一や｡一一一｡－－

同種余罪の被害者等に公判配録の閲覧謄写をさせなかった数

1,175
吟一一一 一－今△ 凸 ご◇＝－司争

22
宝一一

5q

7

手芦､ー一=も ｡、

1．278

13

33

6

1,381
←令可 可 ゎ｡■●● ケ『■

22

‐ 45

I

1.4“
血一｡…■'－■℃ ｡ ｡■●らわも一一■･■己一争一

21

18

1

10558

12

89
p G－－－← 凸 ● 司 , ●一一

4

】､461

28

38
－－－全●､一一一延一 － 巳

1

･1486

9

44
｡｡ F 中-戸 ▲ ■ー■－一

･5

1,2劉
一一●中言凸－q■守一◆－－

6

16

2

1,281
F一一や一一一一●‐-●ー ③一

14

喝、 日－4~, 一

18

1

1,180

7

15
■ 司 q 一一一四一一一一一

3

13,517

164

－

366

31

関
寛
展
写

弁
趨
人
等

刑翫法第299条の6第1項の条件を付し又は蹄期等の指定の対象となった歴人等の数

雨…冨頑あ蘭幣嘱写あ熱臘又i諏蒋を荷厄茜厄てほ蒔爾再而隔
定の対象となった鉦人等の数

刑訴

6
← ▼ =可一

ち閲蕊勝写の禁止の対象となった証人等の数
● ●
一宇｡－句一一一・一一一口←~一一一

法第299条の6第3項の閲覧禁止又は朗確

p

■ー

拒絶の対象となった証人蝉の数

、
､。

、

､

、
、

、屯UL
，

、

－

－〆ー争一一一一一一

ー

ー

ー

2

一

■■

－0学七一句 ､

13
__…"=‐_?.､‐

ー

ー

ｰ

17
－－一一一一■画一一・一一

3

ー

ー

－ー－4＝－

魂
－
３

ー

ｰ看写 ､凸一一一や■一b△, b~竿‐～今や､

I■■■

和
解

墾夛PF茸琶でオ応巴呵旺子5JUOエワ､K五”且云

配麓した数
ハ1必?”色一y帆し垂包vfqユ、ﾛｰI辰勾ロハコ筵＝11卿0頁41ｰ

…蕊覇I項又厭勇2項たまるiIi壷ぞiこ係る合憲を憂判繭毒庭
記載しないこととした数

34
一一← - F● 寺一一

一

一一凸 ■ ■ ■b ■｡■

30
－

ー

38

q■■

■
一

.29

争 ■■■

●

20

ｰ

17
芋一一一一●－＝一一一

'■■

－－.■■一一

23
－一

ー

26
丁 、一一圭一一一一雫一一

o

1■■

18
一二 一 →－凸一一

ー

18
一一一■→ｰ雨一■｡●弔一 ←■一+■

ー

253
－－－一－一－

一

合一 ・計 8.832 80937 9,898 9,8澗 9,761 96514 9,7的 8.128 9.410 9.5洲 93:687



第15-1表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況（処断罪名別）

、

I

(注） 1 1終局人員数」は．終局した被告人の人員数であり，実人員である。

2罪名は,有罪の場合は処断罪名．無罪その他の場合は終局時において当該事件について掲げられている翫因の罪名の
うち,法定刑が最も重いものであるため,被智者参加制度の対象罪名どば異なる場合がある。 、
3被害者等の数は，延べ人員であるざ

4 ．『 （準)強制性交等」腱は，平成29年法律第72号による改正前の（窮）強姦及び集団（準）強姦を含む。
5 ~『 (準)強制性交等致死傷｣には.平成29年法律第72号による改定前の(準j強姦致死傷及び集団(準）
強姦致死傷駐含む。

6 「危険運転致傷｣及び『危険運転致死」は，平成25年法律第86号による改正前の刑法208条の2の罪をそれぞれ含む。

7 「過失運騒致傷j及び『過失運転致死｣は,平成25年法律第86号による改正前の刑法211条2項の罪（自動車運転過失
傷害及び自動車運転過失致死).をそれぞれ含む。

8畷盗･強制性交等｣には;平成29年法律第72号による改正前の強盛強喪を含む6
9速報値である。

第15-2表通常第一審における被害者参加の申出があった事件の状況(年別）
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第16表刑事損害賠償命令事件の処理状況

（平成22年～令和元年）一地裁

(注） 1 件数建てである。
■

2令和元年は速報値である。

第17表刑事損害賠償命令事件の終局区分別終局件数

凹元雫ノー瓦1五

2 「決定・その他」は,民斫法141条の準用により，決定で申立てが却下された場合などである。

3 「その他｣は,犯罪被害者保護法25条(平成25年法律第33号による改正前の同条i9条を含む｡ ･)により終局したもの,当事者の死亡等にも
かかわらず，その地位を承継するものがいないために事件が終局したものなどである｡

4 「却下･27条1項1号』は平成25年法律第33号による改正前の犯罪被害者保霞法21条1項1号， 「却下･27条1項2号jば同改正前の同法21条1項
2号,… ｢却下･27"項3号jは同改正前の同法21条1項3号， 「却下･27条1塩4号｣は同改正前の同法21条1項4号， 「終了・38条]項jは同改正
前の同法32条1項， 「終了・38条2項1号」 lま同改正前の同法32条2項1号， 「終了・38条2項2号」は同改正前の同法32条2項3号により終局した
ものを含む。

5令和元年は速報値である。
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第18表逮捕状の請求と発付等

、(昭和55, 60年，平成2， 7， 12； 17， 22， 27～令和元年）ー簡裁・地裁

2令和元年は速報値である。
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第19表差押.記録命令付差押･捜索(許可）状･検証許可状の請求と発付等（昭和55, 60年，平成2, :7, 12, 17, 22, 27~令和元年）一簡裁･地裁
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第20表勾留請求と勾留状の発付等
(昭和55, .60年，平成2， 7， 12， 17， 22， 27～令和元年）一簡裁・地裁
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第21表通常第一審における勾留，保釈請求,保釈人員及びその割合
ザ不ロbb， 60生 言和元年） ．一簡謁

2 「勾留状が発付された人員」 とは,第一審において受理時に既に勾留されていた人員及び受理後,終局前に新たに
勾留状が発付された人員をいう。

3．保釈が請求された人員にほ，同一被告人に対して時を異にして保釈の請求があったときはその都度1人とじて計上
した。

4勾留率は，新受人員のうち勾留状が発付された人員の割合とは一致しないが，統計上は近似する。
5保釈率はj勾留状が発付された人員のうち保釈が許可された人員の割合とは一致しないが，統計上は近似する。
6保釈許可率は，保釈が請求された人員のうち保釈が許可された人員の割合とは一致しないが，統計上は近似する6
7令和元年は速報値である。
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第22表準抗告事件の処理状況 （平成22年～令和元年）一地裁

(注） 延べ人員であり，令和元年の数値は速報値である。

－22－

地 裁

･新受人員
原裁判又は原処分
の取消し・変更の
あったもの

刑訴法
429条
､

平成22年

23

24

25
－一－一一“●ゆ画

26
ー『－， ■ヶF少■ー旬シーーゴ3－■ 』 ロー一ゎ 凸一一

27.
一ず ご＝P｡ "一一一マーターーー

６
－
魂
一
羽

30

令和元年

7,172

.7,608

9,016

ａ
。

一一F｡－→－

r一守舎で←一ゥ4寸陰■角戸幸→‐ロウLPJ-

9,438

9，570
－

1,327

1,371

1,577

1,512

11775

－－－－

■
６

10.323 ’ ■

一

■

面孟§1-~-
11 ,

震一-’

1661
－－－↓

；

13,263 1

2,018
一一一一一■一一一酋凸勺■－

2,115
巳一一P■ 甲 一手▲一一寺の寺ゴー9－■一一争■p●一一』－一一一

.､2,205
■

●ぬり一c･強一…－年や寺一心●背,～一Q生･や寺…ザTp ･ﾅF aザ･ 司少

早
■ 1

4

合

一■＝■---.･ロー＝一・一一一一一』一一一一-.-.幸一一一一.一一.←一一一一4．－
1

14,643

昼
ｒ
〃
４
ｆ
◆
凸
け

’

一

2,541
寸砕 ご凸｡ ﾏﾏ ﾆずつ－舎巳－ －F一一一一

2,832

巳

●

● ゆ

刑訴法．
430条

平成22年

23

24

25

26
－－ r少与 r ウ ターーナーJ今“●▽ ～ウシーー

27
●

－－－－－－牢● つ･‐｡

28
－－－1 ■ cGj q画●

29 ．
－｡ 4 q P P少 FやPﾏ ■ マ君 J r D ご句

30

令和元年

8
一｡ーせ＝＝凸ー今◇会争圭 ローー◇◇e■ず同 T－G喬戸盈痔ｸ手●今グ 『 マー●司勺

15汁
一一一←→◆- 七 ヘロ ロ ロ』句己 争一■ q 一二垂一r－L や一一

53
ー→一一一■ ニ マ ー" 。一一ヴーマ竺争一＝口亙幸一■口二会一一一一

263
Q 寺 可 5■G P β r ▲● ･グー●－℃＝姑 今■－

省呼 ･ ■ 缶一一回壱一一一一

F 一一一＝▲－

牛”●幹■一一－一一

－

－

－

78

151.

111

110

一一

一一一■

4
一一万一●ｰ

31

9

9

9
一一勾雑L→－－‐ーー◇一一コ■齢■弓手P4▼ ■P臼

15

9

6
1

=－‐

102

ｱJ 両戸司 一一■＝

4

＊

０
１
４
回
り
■
！
Ｄ
Ｐ

寺一一勺一寸年…げき一一年』ーーご望－4－△ →一幸 ● -

一十一‐

123
1 ．

’

一一

８
５



灘失!""#

で露驫）

Ｉ
い
い
Ｉ

ー

1 実人員である。

2 1人で複数の終局区分があ葎場合にはj･最も左にある区分のみに計上した。 ．、 、
3 「その他｣.は，入院・通院の申立て以外の申立てにおける却下（法51条2項,法56条2項及び61条2項）のほか，移送や取下げである。

4令和元年の数値は速報値である。
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